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はじめに：事業概要 
 

（1） 事業実施の背景 

経済産業省中部経済産業局は、平成 28 年度から 3１年度にかけて、「戦略的基盤技術高度

化支援事業」（法による認定を受けたものづくり中小企業を含む共同体が実施する研究開発

計画について、研究開発から試作品開発等までの取り組みを支援する制度）に取り組む中小

企業や事業管理機関の課題把握と解決に係る施策を推進してきている。 

具体的には、「ものづくり中小企業による研究開発を事業化に結びつける 20 のポイント」

（平成 29 年 3 月）による中小企業の研究開発と事業化の整理や、「サポインマッチナビ中

部」の機能・コンテンツの拡充による情報発信の強化などの事業を実施してきた。 

さらに、平成 29 年度からは、事業管理機関に着目し、事業管理機関の機能強化に向けた

マニュアルの作成や勉強会の開催などを実施している。 

 

（2）  事業目的 

中部経済産業局（以下「中部経産局」と記す）では、中小企業のものづくり基盤技術の高

度化を通じ、我が国製造業の国際競争力の強化及び新たな事業の創出を目的として、中小企

業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律に基づき、特定ものづくり基盤技術に関す

る研究開発や試作品開発の取組を支援する制度（以下「サポイン事業」という。）等の支援

措置を講じている。 

サポイン事業では、研究開発当初の目標を達成しても、市場・川下企業の情勢変化、研究

目標の想定違い、生産技術の不足など、多くの課題を抱え、事業化できていない案件も少な

くない。しかしながら、こうした案件の中には、事前の入念なマーケティング、技術ＰＲ手

法、ターゲットとなる市場や技術分野、売り込み先となる川下企業について検討し直すこと

で、事業化に近づく可能性が大いにある。特に、中小企業が販路として見込んでいる川下企

業は、多くの場合は従来からの取引先であるケースが多く、販売先や想定市場についても固

定化されているケースが散見される。そのような状況を見直し、自社の技術がどの市場、技

術分野・領域に活用可能なのか気付きの場の提供を行うことで事業化に向けた支援策を行

った。 

 
  



2 

（3）  事業内容 

仕様書に基づき以下の事業内容を実施した。 

① 川下分野・企業（国内）の技術動向の把握 

サポイン事業の川下企業となり得る企業や技術商社等を 10 社程度抽出し、関連技術や

今後の技術展望の情報収集及び技術動向のヒアリングを行った。 

 

② 技術動向を踏まえた交流会の開催 

①で対象とした川下分野の企業でサポイン企業との協働に前向きな企業との人的ネッ

トワークの構築及び技術マッチングを目的とした交流会を開催した。 

 

③ 大手企業とのオープンイノベーション 

②の交流会とは別にサポイン企業との協働に前向きな大手企業によるオープンイノベ

ーション（開発ニーズ説明会）を実施するとともに、発信された技術ニーズに対して提案

する機会を提供することで、サポイン企業との共同開発や商談を進める機会を創出する

場を設けた。 

 

④ 事業管理機関向けの勉強会の実施 

事業管理機関の事業化支援能力の向上及び管理能力の向上を目的として、サポイン事

業に数多く取り組む主要な事業管理機関を集めた勉強会を 1 回開催した。 
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図表 １－７ 基本的なヒアリング項目（川下企業等ヒアリング） 

（１）これまでのサポイン事業における連携等の実績（含む、中小・ベンチャーの技術成

果）の活用実績について 

 案件概要 

 成果が上がったケースで活用したサポイン成果（技術の分野、特徴等） 

 

（２）サポイン成果等の活用やオープンイノベーションの進め方について 

 内部の研究開発体制（外部リソースの活用のための体制・窓口等を含めて） 

 自社技術の強みや技術動向の把握のため、特許情報に基づく技術動向分析などをして

いるか 

 中小企業等が持つ製造技術に関する情報収集や、中小企業等を含む外部主体との連携

構築にどう取り組んでいるか（オープンイノベーション部署設置、事業部ごとに対

応、技術商社の利用、支援機関等の商談会、中小企業等からの持ち込み等、具体的

に） 

 

（３）今後の展望について 

 今後の技術開発において中小企業等が持つ高度な製造技術や、特定工程（製品企画、

試作、検査、量産等）における中小企業等の役割発揮を必要とする開発分野 

 学会・展示会等で注目している技術的ポイントとその理由（自社内部の技術力を補う

ため／参入予定市場における技術動向を知るため） 

 

（４）その他 

 サポイン企業に望む成果プレゼン（情報発信）の内容（技術性能、価格、知財戦略、

実績等）やそのやり方 

 サポイン事業の成果活用の円滑化に向けて国に要望したいこと 

等 

 

（2） 川下でのニーズや技術動向の観点から見たヒアリング結果のポイントと示唆 

①ヒアリング結果のポイント 

ヒアリング結果のポイントを下表に整理した。 
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第２章 技術動向を踏まえた交流会の開催 
 

２－１． 交流会の企画内容 
（1）  交流会の目的、対象等 

前段の作業２等を通じて抽出した川下企業あるいはその候補企業とサポイン採択企業と

の人的ネットワークの構築及び技術マッチングを目的とした交流会を開催した。 

抽出された川下企業から自社の技術ニーズの開示が可能で、サポイン企業との協働に積

極的な先を選定した後、サポイン採択企業の中から技術的親和性の高い企業を中心に参加

を求めた。 

 

（2）  交流会の企画内容 

交流内当日の企画（プログラム）内容は以下のとおりである。 

 

図表 ２－１ 交流会当日プログラム 

中部経済産業局 川下企業とサポイン企業の交流会 

議事次第 

 

１．日時：２０２１年２月１２日（金） １３時００分～１６時４５ 

 

２．場所：桑山ビル（名古屋市中村区名駅２丁目４５ʷ１９） 

［会場］小会議室４０１ 

 ［控室］小会議室４０２ 

 

３．プログラム 

川下企業：A 株式会社 

参加企業：B 株式会社（オンライン参加） 

     株式会社 C 

      D 株式会社 

13：00～14：00 60 分 B 株式会社（オンライン参加） 

14：00～14：10 10 分 （休憩） 

14：10～15：10 60 分 株式会社 C 

15：10～15：20 10 分 （休憩） 

15：20～16：20 60 分 D 株式会社 

16：45 
 

閉会 
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４．各回（60 分間）の進め方 

① 中部経済産業局から面談の目的や概要説明 

② 自己紹介、名刺交換 

③ A 株式会社からニーズの案内 

④ 参加企業から会社概要、保有技術、ニーズに対する対応 

⑤ 自由に面談（次回に向けた調整等も含む） 

 ※ 60 分間の面談終了後は、アンケートのご記入をお願いいたします。 

 

 

 

２－２． 交流会開催実績 
（1）  マッチング促進の観点から見た交流会の成果 

今回、川下企業として参加した A 株式会社より開示された自社ニーズをもとに、中部経

済産業局殿から事業管理機関を通じて親和性のありそうなサポイン企業へ打診し、今回の

参加企業を選定した。 

 

（2） 当日アンケート結果 

以下に、川下企業（A 株式会社）及び参加サポイン企業（B 株式会社、株式会社 C、D 株

式会社）それぞれの当日アンケートへの回答結果を示す。（※ただし、個人情報や、回答企

業以外の個別企業名等は削除している。） 

 

【A 株式会社様】 
問１ 本日の交流会（マッチング会）はいかがでしたか。 

【全体的な満足度について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

 １ 大変良かった          ２ 良かった        ３ どちらでもない 

 ４ あまり良くなかった       ５ 良くなかった 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

 

【時間配分について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

リモートでは、実物を見て触っての話ができないため、意思疎通が難しいところ

があった。 
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  １ 長い    ２ 少し長い    ３ ちょうどよい    ４ 少し短い   ５ 短い 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

問２ 今後、今回のマッチング先とは別に交流会（マッチング会）が開催される場合に

ついて、以下の①参加意向、②希望する技術分野、③具体的企業名をご記入くだ

さい。 

①【次回の参加意向について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

  １ 是非参加したい       ２ 参加したい       ３ どちらでもない 

４ あまり参加したくない       ５ 参加したくない 

（理由など） 

 

 

 

②【希望する技術分野について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

１ 設計  ２ 圧縮成形、押出成形、空気の噴射による加工、射出成形、鍛造、鋳造及びプレス加工 

３ 圧延、伸線及び引抜き  ４ 研磨、裁断、切削及び表面処理  ５ 整毛及び紡績  

６ 製織、剪毛及び編成  ７ 縫製  ８ 染色  ９ 粉砕  １０ 抄紙  １１ 製版  １２ 分離 

１３ 洗浄  １４ 熱処理  １５ 溶接  １６ 溶融  １７ 塗装及びめっき  １８ 精製  

１９ 加水分解及び電気分解  ２０ 発酵  ２１ 重合  ２２ 真空の維持  ２３ 巻取り 

２４ 製造過程の管理  ２５ 機械器具の修理及び調整  ２６ 非破壊検査及び物性の測定 

２７ その他（                            ） 

 

③ 具体的な企業名があればご記入ください。 

（具体的企業名） 

 

話が盛り上がった時は、少し短いと感じたが、そうでない場合は、少し⾧いよう

に思われた。（結果的にちょうどよいと思います） 

新たな技術、優れた技術を知る機会を得ることができるため、今後もぜひ参加し

たい。※サポイン事業の内容ではイマイチと思っていても、実際に会って話をす

ると、関心のある内容が出てくることが多々あった。 
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問３ その他、ご意見やご感想がございましたら、自由にご記入ください。 

 

 

 

会 社 名：A 株式会社 

 

【B 株式会社様】 
問１ 本日の交流会はいかがでしたか。 

【全体的な満足度について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

 １ 大変良かった         ２ 良かった       ３ どちらでもない 

 ４ あまり良くなかった      ５ 良くなかった 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

 

【時間配分について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

  １ 長い   ２ 少し長い    ３ ちょうどよい    ４ 少し短い   ５ 短い 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

 

問２ 今後、今回のマッチング先とは別に交流会（マッチング会）が開催される場合に

ついて、以下の①参加意向、②希望する川下分野、③具体的企業名をご記入くだ

さい。 

①【次回の参加意向について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

相互に企業紹介を行い、続いて技術ニーズとシーズをそれぞれ説明し、意見や質問

を交わさせて頂くことでひと通り共有が図れました。 



17 

  １ 是非参加したい     ２ 参加したい        ３ どちらでもない 

４ あまり参加したくない       ５ 参加したくない 

（理由など） 

 

 

 

②【希望する川下分野について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

１ 医療・健康 

６ 農業 

１１ 食品 

１６ エレクトロニクス 

２ 環境・エネルギー 

７ コンテンツビジネス 

１２ 建築物・構造物 

１７ 印刷・情報記録 

３ 航空・宇宙 

８ 産業機械 

１３ 電池 

１８ 光学機器 

４ 自動車 

９ 情報通信 

１４ 半導体 

１９ 化学品製造 

５ ロボット 

１０ 情報家電 

１５ 工作機械 

２０ その他 

(        ) 

 

③ 具体的な企業名があればご記入ください。 

（具体的企業名） 

 

問３ 中部経済産業局では、今回のように取引先を探すための川下企業とのマッチング

会とは別に、サポイン事業者同士のマッチング会（双方の技術を補完し合い協業

を図るイメージ）の開催も検討しております。このサポイン事業者同士のマッチ

ング会に対するご意向をお聞かせください。 

  １ 是非参加したい       ２ 参加したい        ３ どちらでもない 

４ あまり参加したくない       ５ 参加したくない 

（ご意見・ご参加に向けた条件等）

 

問４ その他、ご意見やご感想がございましたら、自由にご記入ください。 

弊社製品は産業機械用用途で多くご利用いただいておりますので、より多くの産

業機械に関する企業様へのご紹介機会を賜りたく存じます。 

ある程度ターゲットが決まっている必要があるとは思いますが、こういった仕組み

にも関心がございます。例えば、お客様へのご提案の際に弊社のみでの課題解決が

難しく、他社様に求める技術シーズがあるかどうか、少し整理して考えています。 



18 

A 株式会社様が平易に会話してくださる方であったこともあり、充実の 1 時間があっという間

に過ぎました。この度は、マッチング機会をいただきどうもありがとうございました。 

 

 

会 社 名： B 株式会社 

 

【株式会社 C 様】 
問１ 本日の交流会はいかがでしたか。 

【全体的な満足度について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

 １ 大変良かった         ２ 良かった       ３ どちらでもない 

 ４ あまり良くなかった      ５ 良くなかった 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

 

【時間配分について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

  １ 長い   ２ 少し長い   ３ ちょうどよい    ４ 少し短い   ５ 短い 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

 

問２ 今後、今回のマッチング先とは別に交流会（マッチング会）が開催される場合に

ついて、以下の①参加意向、②希望する川下分野、③具体的企業名をご記入くだ

さい。 

①【次回の参加意向について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

事業主様には、お話がしやすく、情報交換、商品、技術の説明ができてよかった。 
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  １ 是非参加したい      ２ 参加したい        ３ どちらでもない 

４ あまり参加したくない       ５ 参加したくない 

（理由など） 

 

 

 

②【希望する川下分野について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

１ 医療・健康 

６ 農業 

１１ 食品 

１６ エレクトロニクス 

２ 環境・エネルギー 

７ コンテンツビジネス 

１２ 建築物・構造物 

１７ 印刷・情報記録 

３ 航空・宇宙 

８ 産業機械 

１３ 電池 

１８ 光学機器 

４ 自動車 

９ 情報通信 

１４ 半導体 

１９ 化学品製造 

５ ロボット 

１０ 情報家電 

１５ 工作機械 

２０ その他 

(        ) 

 

③ 具体的な企業名があればご記入ください。 

（具体的企業名） 

 

 

問３ 中部経済産業局では、今回のように取引先を探すための川下企業とのマッチング

会とは別に、サポイン事業者同士のマッチング会（双方の技術を補完し合い協業

を図るイメージ）の開催も検討しております。このサポイン事業者同士のマッチ

ング会に対するご意向をお聞かせください。 

  １ 是非参加したい        ２ 参加したい        ３ どちらでもない 

４ あまり参加したくない       ５ 参加したくない 

（ご意見・ご参加に向けた条件等） 

 

 

問４ その他、ご意見やご感想がございましたら、自由にご記入ください。 
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マッチングは産業機械だけでなく、ロボット、工作機械メーカーともお会いしたい。開発技術

を医療などにも展開できないか、とも考えている。（人口股関節のような面粗度が必要な部分

など） 

 

 

会 社 名：株式会社 C 

 

【D 株式会社様】 
問１ 本日の交流会はいかがでしたか。 

【全体的な満足度について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

 １ 大変良かった         ２ 良かった        ３ どちらでもない 

 ４ あまり良くなかった          ５ 良くなかった 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

 

【時間配分について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

  １ 長い   ２ 少し長い   ３ ちょうどよい   ４ 少し短い   ５ 短い 

（ご意見・ご感想等） 

 

 

 

問２ 今後、今回のマッチング先とは別に交流会（マッチング会）が開催される場合に

ついて、以下の①参加意向、②希望する川下分野、③具体的企業名をご記入くだ

さい。 

①【次回の参加意向について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

すぐに役立つ提案はできなかった。 

貴重なお話を聞けたので、ちょうどよかった。 
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  １ 是非参加したい      ２ 参加したい        ３ どちらでもない 

４ あまり参加したくない       ５ 参加したくない 

（理由など） 

 

 

 

②【希望する川下分野について】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

１ 医療・健康 

６ 農業 

１１ 食品 

１６ エレクトロニクス 

２ 環境・エネルギー 

７ コンテンツビジネス 

１２ 建築物・構造物 

１７ 印刷・情報記録 

３ 航空・宇宙 

８ 産業機械 

１３ 電池 

１８ 光学機器 

４ 自動車 

９ 情報通信 

１４ 半導体 

１９ 化学品製造 

５ ロボット 

１０ 情報家電 

１５ 工作機械 

２０ その他 

(        ) 

 

③ 具体的な企業名があればご記入ください。 

（具体的企業名） 

 

 

問３ 中部経済産業局では、今回のように取引先を探すための川下企業とのマッチング

会とは別に、サポイン事業者同士のマッチング会（双方の技術を補完し合い協業

を図るイメージ）の開催も検討しております。このサポイン事業者同士のマッチ

ング会に対するご意向をお聞かせください。 

  １ 是非参加したい       ２ 参加したい        ３ どちらでもない 

４ あまり参加したくない       ５ 参加したくない 

（ご意見・ご参加に向けた条件等） 

 

 

問４ その他、ご意見やご感想がございましたら、自由にご記入ください。 

東京エレクトロン、応用電機 
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大手企業様と商談できる機会、きかっけがないので、今後このような商談会を増やしてほし

い。 

 

 

会 社 名： D 株式会社 

 

（3） 交流会開催後の進展と、さらなるマッチング促進に向けた課題 

（交流会開催後の進展） 

昨年度に引き続きご参加いただいた A 社に、交流会開催後の状況を伺ったところ、現状

としては、A 社で新商品の立ち上げがあったことから、現時点において、アクションは取れ

ていない状況とのことであった。一方で、本交流会をきかっけとして、参加企業と深く関わ

り合っていくために、試作等の依頼や会社見学を進めていく意向を示されている。 
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第３章 大手企業とのオープンイノベーション 
 

前章の交流会とは別にサポイン企業との協働に前向きな大手企業によるオープンイノベ

ーション（開発ニーズ説明会）を実施するとともに、発信された技術ニーズに対して提案す

る機会を提供することで、サポイン企業との共同開発や商談を進める機会を創出する場を

設ける。（なお、この事業における大手企業とは中小企業基本法第二条で定義された｢中小企

業｣以外の事業者を指す） 

 

３－１． 開発ニーズ説明会 
（1）  大手企業の選定および参加者の募集 

大手企業の選定はおよび参加者の募集については、中部経済産業局殿が事業管理機関お

よびサポイン企業に周知し募集を行い、弊社で参加者のとりまとめを行った。 

 

（2） 開催概要 

開催日時：令和３年１月８日（金）１４：００～１７：００ 

会場：桑山ビル貸し会議室 大会議室８A（名古屋市中村区名駅 2 丁目 45-19） 

プログラム 

 １４：００～１４：０５ 開会挨拶 中部経済産業局 産業技術課 

 １４：０５～１６：４５ A 株式会社「技術ニーズの説明」 

             A 株式会社オープンイノベーション室 

 １６：４５～１６：５０ 今後の進め方（エントリー方法等説明） 

 １６：５０～１７：００ 質疑応答 

 

開催方法：会場およびオンライン（Webex） 

参加人数：会場参加１３名、オンライン参加５名 

 

（3） 開催結果 

当日のアンケート結果は以下のとおり。 

 

問１ 本日の説明会の内容について、おたずねいたします。 
【技術ニーズの説明（A(株)）】該当する項目の番号にひとつ〇をお付けください。 

大変参考になった 7 

参考になった 6 

どちらでもない 0 

あまり参考にならなかった 0 
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参考にならなかった 0 

 

【ご意見ご感想】 

 実例紹介が良かった。解説も少し面白かった。 

 他分野の話もあり大変勉強になりました。 

 

 

問２ 本日の説明会の時間配分について、おたずねいたします。 

⾧い 1 

少し⾧い 3 

ちょうどよい 9 

少し短い 0 

短い 0 

 

 

【ご意見ご感想】 

 ニーズの幅が広いので分割しても良いと思います。 

 聴きたいニーズは最後の方にあったが、全て聞かなくてはいけないのがつら

い。各々の技術領域の説明開始時間が分かれば、そこに合わせることができ

るので一考願いたい。 

 

 

問３ 今後実施予定の個別マッチングに対する現時点のご予定について、おたずねいたし

ます。 

マッチングにエントリーす

る予定 

5 

マッチングにエントリーし

ない予定 

0 

まだわからない 7 

無回答 1 

 

 

問４ 問３において、２または３を選択された方に、その理由をおたずねいたします。 

 事業として成立するかの検討を要すため。 

 提案したい案件は 2 つある。（1 つは大学からのシーズ、もう 1 つは海外ベン

チャーのもの）コーディネーターなので、企業と相談する必要がある。 
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 私共自身に技術ソースがあるわけではありませんので、技術を持つ事業者に

紹介することになります。 

 ニーズを再確認し、当社で最適な技術提案ができるよう、まずは打ち合わせ

を実施したいと考えています。その際に課題の洗い出しを行います。 

 

問５ オープンイノベーションを推進するにあたっての貴法人の課題は何ですか。 

 ニーズに対する探求心 

 私共は仲介役になりますので、技術を持つ企業に正しく伝えられるかどうが

だと思います。 

 オープンイノベーションに割くリソース 

 実用化における規模をどう達成するか 

 

問６ その他、ご意見・ご要望をご記入ください。 

 A 株式会社のオープンイノベーションに対する姿勢は大変共感でき、刺激的

であった。 

 参考になりました 

 

（4） 個別マッチング会 

開発ニーズ説明会に参加した企業 1 社から、A 株式会社へ個別マッチング会に向けてエ

ントリシートの提出がなされた。 

A 株式会社において内容を精査した結果、今回はオープンイノベーションを見送ること

となった。理由は以下のとおり。 

「弊社で実施しようとしているものとは製法が異なるため希望されるような活用は難し

いと判断いたします。また当社としても検討したことがありますが、ハードルが高く断念

しております」 
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第４章 事業管理機関向け勉強会の開催 
 

４－１． 勉強会の企画内容 
（1）  勉強会の目的、対象等 

事業管理機関の事業化支援能力の向上及び管理能力の向上を目的として、サポイン事業

に数多く取り組む主要な事業管理機関を集めた勉強会を１回開催した。 

 

（2）  勉強会の企画内容 

勉強会当日の企画（プログラム）内容は以下のとおりである。 

 

図表 ４－１ 勉強会当日プログラム 

中部経済産業局 事業管理機関向け勉強会 

議事次第 

１．日時：２０２１年３月５日（金） １４時００分～１７時００分 

２．場所：オンライン開催（MicrosoftTeams） 

３．プログラム 

14：00～14：05 5 分 主催者挨拶【中部経済産業局】 

14：05～14：20 15 分 

令和２年度事業化支援事業について 

（調査業務、OI、マッチング業務についての報告） 

【リベルタス・コンサルティング】 

14：20～15：20 60 分 

今後の ICT 関連のビジネス動向 

～コロナ禍におけるアフターコロナ・With コロナに対応するた

めの DX への取り組み方について～ 

【城西国際大学大学院特命教授 久保田正道 氏】 

15：20～15：35 15 分 （休憩） 

15：35～16：20 45 分 
令和３年度サポイン事業にかかる質疑応答 

【産業技術課サポイン班】 

16：20～16：50 30 分 
サポイン事業における知財戦略について 

【中部経済産業局 産業技術課 知的財産室 村田室長】 

17：00  閉会 
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４－２． 勉強会開催実績 
（1） 講演内容 

以下に、勉強会における各講演のプレゼンテーション資料を掲載する。 
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【リベルタス・コンサルティング】 
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【久保田正道 氏】 
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【中部経済産業局 産業技術課 知的財産室 村田室⾧】 
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（2） 事業管理機関の事業化支援力のさらなる増進に向けた課題 

勉強会は参加した事業管理機関に概して好評であった。「定期的に支援機関の間の情報交

流ができる場を設定いただけるとありがたい」という声もあり、勉強会に一定のニーズがあ

ることが確認された。 

他方で、「より具体的・実践的なレクチャーが欲しい」や「他のセミナー等との内容の重

複がないようにして欲しい」といった感想が寄せられたことは、今後の勉強会プログラムの

策定において留意されるべきである。 

また、今後の勉強会では、令和元年度中部地域もの作り中小企業の事業化支援事業（川下

企業技術動向把握事業）で作成した「技術動向把握のための情報収集方法・ヒアリング方法

に関する手引書」（報告書２ʷ３参照）をテキストや参考資料として活用するなど、関連成

果アイテムを有機的に結び付けて効果の増進を図ることが重要である。 

さらに、勉強会シリーズを通じて知見・ノウハウを涵養した事業管理機関が、連携するサ

ポイン企業等と帯同してマッチングに臨む（例えば本事業で開催した交流会のような場に

参加する）といった取組につなげていけば、本事業の成果の一層の有効活用が図られること

となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（以上） 


